「水災害と名古屋のまち」　～南区を例に～
大同大学准教授　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すみ),鷲見)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てつや),哲也)
　名古屋は低平地を抱えた“まち”です．名古屋は水の災害に対してどういう地形で人はどこに住んでいるのか，高潮やゲリラ豪雨に対して，どうすればよいか，などについて南区を例に考えます．

■台風と高潮，伊勢湾台風
　50年前の伊勢湾台風は，「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たかしお),高潮)」という現象が私たちのまちを襲いました． 南区での被害の発生までのなりゆきは，次のとおりです．

・海岸での高潮（高い潮位）や高波が堤防を乗り越え，堤防を壊し，一気にまちに流れ込みました．

[image: image1.png]NHETE
nEHLR
LI




・その物理的な理由は，次のとおりです．

　　・台風の低い気圧による，海面の吸い上げによる潮位の上昇
　　・台風の東側の南風が名古屋港の奥まで吹き寄せた
　　　・ちょうど，大潮の満潮の時間と重なった

　　　・強い風による高波
　
こうした台風は，また私たちのまちを襲う可能性は，依然として続いています．

・港の貯木場の木材が流木となって海水と一緒に，南区南西部に一気に流れ込み，建物を破壊し，多くの人命を奪いました．

・南区の南西部には，広く「ゼロメートル地帯」が広がり，入り込んだ海水により，水深が３メートルに達する地域が広がりました．
・当時は木造で平屋の建物も多く，安全な逃げ場が近くにないことも多く，人命を失い，建物も破壊されました．
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図ー１　高潮の仕組み
図－２　伊勢湾台風時の潮位の変化

　
国土技術政策総合研究所提供
名古屋地方気象台提供　
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図－３　伊勢湾台風時の最高浸水位（名古屋市消防局1961）
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図－４　南区の最大浸水深と浸水経路（新修名古屋市史「自然」編より鷲見作成）

■私たちは、災害から守られている？　自分で守る？
災害は，台風や地震などの「自然現象」と私たち「人間の活動」が重なるところでおきます．

そのことから，災害を防ぐ方法，減らす方法を考えましょう．

[image: image15.bmp]ここでは，高潮や，豪雨による災害について考えます．

・重ならないようにする方法
　　　・自然現象を押さえ込む方法・・・施設を作ること．　　　　　＝＝＝「ハード」＝公助
　　　　（１）堤防を高くする．（高潮・豪雨）
　　　　　　　今は，「伊勢湾台風」がもう一度来ても大丈夫．（図ー５）
　　　　（２）とても大きな排水路やポンプ所や貯留施設を作る．（豪雨対策．図－６）
　　　　　　　名古屋市： 1時間50mmの雨は排水できる．今は60mmを目標に工事中．
　　　　　　　　
　　　・人間が，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんらん),氾濫)の起こる場所に住んだり，使ったりしないこと．＝＝＝「賢いまちづくり」

　　　・建物を，水に浸かっても良い造りにすること．　　　　　　　＝＝＝「賢い家づくり」

　　　　　　（盛り土にする，ピロティー＝高床式で駐車場にする，など．）
　　　　　　名古屋市には，建築条例があります．（図－７）

・その時だけ重ならないようにする方法　　　　　　　　　　　　　　＝＝＝「ソフト」
　　　・氾濫の起きる前に避難する．（人命だけは守りきる）
　　　　　避難勧告，避難指示，水防による避難サポート　・・・　公のしくみで逃げる．（公助）

　　　　　自主避難　　　　　　・・・　地域や世帯で判断して，助け合い逃げる．（共助，自助）
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図－５　現在の海岸堤防（高潮堤防）の設計　
図ー６　名古屋市南区での排水施設の工事
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図－７　名古屋市臨海部防災区域建築条例（居室の設置，非木造，2階以上などの制限）
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図－８　世帯の「階」の分布　
図ー９　住宅高齢者分布と地形
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■自分たちでも，自分を守ること　（公助の限界と，共助・自助の大切さ）
●「公助」だけでは，間に合わない，守りきれない，逃げ切れない可能性がある！！
　災害から住民を守るための防災は，国や自治体の義務です．公による防災活動には，施設の整備（ハード）や，水防活動や避難のための諸制度・活動（ソフト）があります．公助の役割です．

　しかし，こうした「公助」をすすめても，どんなに厳しい自然現象にでも対応させることはできず，必ず限界があります．例を挙げます．

・想定以上の台風と高潮（スーパー伊勢湾台風）が襲うかもしれない

　伊勢湾台風よりも強い台風が来る可能性はあります．観測史上最強の台風が最も悪いコースをたどったときの「スーパー伊勢湾台風」が来たときについて，最近の検討があります．（図ー１２）　　さらには，気候変動によって，さらに強い台風の来襲も懸念されています．

・ゲリラ豪雨には，避難勧告が間に合わないかも知れない．
　避難勧告が市長から出される仕組みがありますが，地域毎にきめ細かく勧告を出すには，役所が情報を収集し判断する時間が必要です．　しかし，1-2時間の短時間に強く降るゲリラ豪雨はどこで降るのかの予測が難しく，実際には降り始めてからしか判断できません．
　この「時間の壁」が存在します．今年の8月9日の兵庫県佐用町の豪雨の場合は，安全に避難勧告を出すための時間も手段もありませんでした（鷲見の調査の検討結果）．　

これらは，社会的・経済的な限界と，雨のメカニズムによる技術の限界によるもので，いまのところ避けられないものです．では，私たちはどうすればよいでしょうか．
●私たちにできること
・自分の土地を知ること

　　どういう災害の危険があるところなのか，よく知りましょう．
　　そして家族で，地域でお互いに確認しましょう！！

　　洪水ハザードマップや，浸水実績図など，水に浸かり易い場所か確認！（図ー１２，１３，１４）
　　避難所以外に，一晩でよいから緊急避難できるところを探しましょう．（近くの3階以上の鉄筋コンクリートの建物など）・・・伊勢湾台風時と違い， 3階以上の建物が多い（図ー８）！！

・助け合いのネットワークづくり

　　家族同士の確認：災害のときのどうするのか，連絡の方法，とれないときの集合場所など．

　　世帯と世帯のつながり：隣近所と助け合う，顔を知っていること．頼みごとが出来る関係作り．

・普段からの情報収集
　高潮のような災害は，かなり早い段階から災害が予想されています．気象庁も様々な情報を出しています．これらに普段からアンテナを張っておくべきです．（特に自主防災組織の方）
　　・気象庁や地方気象台発表の警報や気象情報　　　　

　　・河川の水位などの情報（川の防災情報など）
　　・避難勧告などを知るための情報チャンネルを確認すること（何であなたは知りますか？）
　携帯などで知るための様々なサービスが提供されています．（図ー１５）
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図ー１２　スーパー伊勢湾台風の氾濫想定（国土交通省の検討）
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図ー１３　浸水実績図※　　　　　　　　　図ー１４　平成20年8月末豪雨の浸水実績図

※　名古屋市ホームページ：http://www.city.nagoya.jp/kurashi/shoubou/bousai/kaze/nagoyanokawa/gouu/nagoya00002599.html
図－１５　災害に関する情報（携帯・ホームページなど）
	水防災の情報のページ：　自助・共助に役立てましょう！！

★PUSH型サービス：

　無料で，警報や避難勧告などを，携帯などにメールで通知してくれるサービスです．

　こちらから見にいかなくてはいけないPULL型のサービスと違い，必要なときに知らせてくれます．
　いつ行動を起こさねばならないか知るきっかけになるので，自助・共助に有効な情報です．
　その一例を紹介します．
１．中部地方整備局　メール通知サービス（中部圏のみ）
　　http://mobile.chubu-its.jp/mail/pc/index.html
・気象庁の警報の発表，地震の観測，津波の警報・注意報，東海地震関連情報　などをリアルタイムにメールで通知してくれます．

・気象警報は軽視されがちですが，リアルタイム性が私たちのアンテナを磨くと期待します．私たちが，最初の警戒の気持ちを一段階ステップアップさせる「きっかけ」になります．

２．中部電力　避難勧告通知サービス　（名古屋市内のみ！）
　　http://www.chuden.jp/anshin/k_hinan.html
・名古屋市消防局から通知される避難勧告・避難指示等が出されたときに，メールで届きます．

・残念ながら，名古屋市内のみです．市内の地域を限定することはできず，どの地域に発令されてもメールは届きます．　

・しかし，ゲリラ豪雨時には，屋外放送や広報車によるアナウンスが聞こえず，

・私たち市民はテレビなどを見ていない限り，リアルタイムに避難勧告などを知る確率は少ないのが実情です．　こうしたサービスを利用すれば，短い時間での対応を迫られる豪雨災害が起きる前に，いち早く行動できます．

　※携帯での利用上の注意！！

　こうしたサービスを携帯メール宛で利用するには，以下のように設定に注意が必要です．

１．それらのサービスを提供するメールアドレス（ドメイン）からのメールを受けられるよう，自分の携帯を設定しておく必要があります．（受信拒否の設定，迷惑メール処理などで，拒否されることが多いからです．）

２．特に，「リンク付きのメール」を拒否するよう設定される事が多いので，気をつけましょう．

★PULL型の防災情報サービス：

　こちらから見に行くことで知ることのできる，水防災情報．
　主にパソコンで見られるものを紹介します．
・名古屋市　「災害緊急情報について」

　　http://www.city.nagoya.jp/kurashi/shoubou/bousai/taisei/saigai/
川の水位や雨量などを見る

・名古屋市　雨水（あまみず）情報　上下水道局
　　http://www.water.city.nagoya.jp/top/pump/index.php?state=pump
　　ポンプ所が動いているかなどを確認できます．

・川の防災情報　（国土交通省）　　　　　・・・携帯版はこちらから→
　　http://www.river.go.jp/
・愛知県　川の防災情報
　　http://www.kasen-owari.jp/

	★その他：

　名古屋や南区の防災に関するページを集めました．

名古屋市：

　・防災のページ　　http://www.city.nagoya.jp/kurashi/shoubou/bousai/
　　　　防災安心まちづくり運動と，事例について

　　　　助け合いの仕組みづくり

　　　　名古屋市防災条例

　　　　自主防災組織について

　　　　風水害　http://www.city.nagoya.jp/kurashi/shoubou/bousai/kaze/
　　　　　　　洪水ハザードマップ

　　　　防災マップのページ　http://www.city.nagoya.jp/kurashi/shoubou/bousai/nagoya00015078.html
　　　　　　避難所マップ

　　　　　　地震マップ

　　　　　　洪水ハザードマップ

　　　　　　徒歩帰宅支援マップ

　・名古屋市南区　防災と安全　のページ
　　　http://www.city.nagoya.jp/ku/minami/kurashi/nagoya00041169.html
　・名古屋市防災管理公社

　　　http://www.nagoya-dpmc.jp/

愛知県：

　・愛知県防災局　　http://www.pref.aichi.jp/bousai/


図-－１０　南区の地形と避難所





図-－１１　南区の人口分布と避難所





携帯で読取り，メール送信，手続きへ→





携帯で読取り�手続きへ→�メニュー13番
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